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3月3日のひな祭り発表会の前に

ひな段の前でお遊戯の練習をする塩田北保育園の園児

可

万三し

RBj 
市土望

恒有
仔

市民の動き (2月 1日現在)

出生以下は 1月中の数7・です。

106，762 (+ 124) 
51，827 (+ 61) 
54，935 (+ 63) 
30，717 (+ 44) 

123 (- 3) 
59 (- 9) 
43 (ー 34)
5 (- 4) 

)内は前月比

人口総数

男
女

世管数
出 生
死亡
婚 姻

離 婚

主な内容
カみんなで助けあおう
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市
民
の
「
血
液
型
登
録
台
帳
」
を
作
成
一
夫
陥

み
ん
な
で
助
け
あ
お
う

市
は
、
上
田
市
長
期
基
本
構
想
の
「
快

適
な
生
活
環
境
獲
備
」
の
一
環
と
し
て

十
六
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
市
民
の

皆
き
ん
に
、
血
液
型
を
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
登
録
台
帳
を
作
成
し
、
緊
急
な

輸
血
に
対
処
で
き
る
体
制
(
血
液
友
の

会
)
の
確
立
を
、
五
十
一
年
度
か
ら
三

か
年
計
画
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
各
自
治
会
の
自
主
運

営
に
よ
り
衛
生
部
長
き
ん
を
と
お
し
て

調
査
し
、
登
録
台
帳
の
保
管
も
同
部
長

き
ん
が
行
い
地
域
ご
と
の
緊
急
非
常
時

に
役
立
て
る
と
と
も
に
連
帯
感
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
三
月
中
に
血
液
型

登
録
簿
を
全
戸
に
配
布
し
、
血
液
型
が

わ
か
っ
て
い
る
人
に
-
記
入
し
て
い
た
だ

き
、
血
液
型
の
わ
か
ら
な
い
人
は
、
衛

生
部
長
さ
ん
に
申
し
出
て
い
た
だ
き
、

同
部
長
さ
ん
が
取
り
ま
と
め
て
、
市
へ

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
は
、
こ
の
報
告
を
も
と
に
「
血
液

セ
ン
タ
ー
保
健
部
」
の
指
導
、
協
力
を

得
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

初
年
度
(
五
十
一
年
度
)
は
、
調
査

報
告
さ
れ
た
台
帳
を
基
本
に
、
市
内
十

九
プ
ロ

ッ
ク
の
自
治
会
連
合
会
ご
と
に

な
ど
登
録
台
帳
の
整
備
を
市
が
協
力
し

て
行
い
、
こ
の
モ
デ
ル
地
区
を
核
と
し

て
三
年
間
で
登
録
台
帳
の
整
備
を
図
り

ま
す
。こ

の
血
液
型
登
録
台
帳
の
整
備
に
よ

っ
て
、

温
か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
を
基
調

と
し
、
多
く
の
尊
い
生
命
を
救
う
緊
急

体
制
の
確
立
が
で
き
ま
す
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「

R
H
マ
イ
ナ
ス
友
の
会
」

日

の

結

成

問
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

ま
た
、
数
少
な
い
血
液
型
R
H
マ
イ

ナ
ス
の
人
達
が
、
緊
急
に
輸
血
を
必
要

と
す
る
時
な
ど
に
役
立
て
よ
う
と
「
上

田
R
H
マ
イ
ナ
ス
友
の
会
」
を
つ
く
る

た
め
、
市
が
協
力
し
て
次
に
よ
り
結
成

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

石
井
さ
ん
(
半
過
)
所
有
の

ザ
ク
ロ
(
推
定
百
年
)
な
ど

第
二
次
保
存
指
定
樹
を
選
定

市
の
「
緑
の
委
員
会
」
で
は
、
緑
豊

か
な
街
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
昨
年
、

樹
木
や
樹
林
の
第
一
次
保
存
指
定
を
行

い
ま
し
た
が
、
今
年
も
各
自
治
会
か
ら

推
薦
の
あ
っ
た
樹
木
五
本
、
樹
林
一
か
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市
民

人

人
の
手
で

所
を
第
二
次
保
存
指
定
(
下
表
)
し
ま

し
た
。こ

れ
ら
の
樹
木
、
樹
林
は
、
条
例
に

よ
り
、
所
有
者
、
ま
た
は
管
理
者
に
市

長
が
指
定
の
通
知
を
し
、
市
が
標
識
を

設
置
し
て
、
市
民
の
皆
き
ん
に
お
知
ら

せ
し
、
保
存
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

保
存
樹
木
は
、
地
上
一
・
五

m
の
高

さ
で
周
囲
が
二
・
五

m
以
上
の
も
の
、

樹
林
は
、
面
積
三
百
三
十
耐

(
約
百
坪
)

以
上
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
街

地
や
住
宅
の
密
集
地
で
は
、
樹
木
が
大

き
い
た
め
、
枝
葉
で
日
が
さ
え
ぎ
ら
れ

た
り
、
根
が
張
り
家
な
ど
の
土
台
を
持

進
委
員
会
職
業
指
導
部
会
長
の
石
井
華

一
郎
き
ん
が
、
学
校
や
公
民
館
で
も
同

わ
れ
て
い
る
が
、
一
番
大

こ
の
友
の
会
が
成
果
を
あ
げ
る
に
は

R
H
マ
イ
ナ
ス
の
人
達
全
員
の
ご
協
力

が
是
非
必
要
で
す
。
「
尊
い
生
命
を
、
お
五

い
に
守
り
あ
お
う
」
を
合
言
葉
に
結
成

大
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

〈

介

」

会

t
〉

三
月
二
十
九
日
間
午
後
一
時
三
十
分

〈
と
こ
ろ
〉

上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
中
央

四
、
旧
保
健
所
跡
)

こ
の
結
成
大
会
は
、
二
月
六
日
上
田

合
同
庁
舎
で
、
上
小
地
区
に
住
ん
で
い

る
R
H
マ
イ
ナ
ス
の
人
達
が
会
議
を
開

ち
あ
げ
た
り
、
落
葉
な
ど
で
、
隣
接
者

に
迷
惑
を
か
け
る
な
ど
問
題
も
で
て
お

り
、
み
ご
と
な
樹
木
が
一
部
保
留
樹
木

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
樹
木

は
、
隣
接
者
の
了
解
を
得
た
う
え
で
指

定
樹
木
に
し
て
行
く
方
針
で
す
。
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
こ
協
力
に
よ
り
、

緑
に
包
ま
れ
た
「
上
回
」
を
築
き
た
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
手
入
れ
や
保
存
の
方
法
な
ど

は
、
市
の
農
林
課
の
職
員
が
相
談
に
応

じ
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
補
助
も
行
っ

て
い
ま
す
。

各
自
治
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
樹
木

樹
林
は
こ
の
第
二
次
指
定
で
終
了
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
名
木
や
景
観
の

す
ぐ
れ
た
樹
木
、
樹
林
は
保
存
指
定
を

行
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
周

囲
に
保
存
し
て
お
き
た
い
樹
木
、
樹
林

が
あ
り
ま
し
た
ら
農
政
部
農
林
課
ま
で

き
、
上
小
地
区
献
血
推
進
協
議
会
の
専

門
部
会
と
し
て
「
R
H
マ
イ
ナ
ス
友
の

会
」
の
結
成
を
確
認
し
、
各
市
町
村
で
対

象
者
に
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
で
血
液
型
が
、
R
H

マ
イ
ナ
ス
の
人
は
、
名
簿
を
作
成
し
ま

す
の
で
三
月
十
九
日
樹
ま
で
に
、
民
生

部
保
健
予
防
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
課
(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②
O
七
一
一
)

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
四
一

O
O内

線
三
二
三
・
三
二
固
有
線
②

O
七
五
二

第
二
次
保
存
指
定
樹
・
樹
林

。【B
S

同

人
聞
が
自
由
を
求
め
、
自
由
を
守
る
た
め
に
命
を
か
け
て
闘
っ
て
き
た
歴

史
こ
そ
、
洋
の
東
西
の
別
な
く
全
世
界
人
類
の
歴
史
で
あ
る
。

国
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
の
封
建
政
治
の
中
で
身
分
制
度
を
強
要



初
年
度
(
五
十
一
年
度
)
は
、
調
査

報
告
さ
れ
た
台
帳
を
基
本
に
、
市
内
十

九
プ
ロ

ッ
ク
の

自
治
会
連
合
会
ご
と
に
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市
民
一
人
人
の
手
で

部
落
差
別
を
解
消
し
よ
う

有
意
義
に
「
市
民
集
会
」
終
る

一
一
月
七
日
、
市
民
会
館
に
、
石
井
市

長
を
は
じ
め
、
約
千
七
百
人
の
市
民
が

集
り
、
上
回
市
で
初
め
て
の
「
人
権
を

尊
重
し
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会
」

が
H

部
落
差
別
を
な
く
し
明
る
い
社
会

を。

H

部
落
の
完
全
解
放
は
市
民
の
手

で
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
盛
大
に
開
催
き

れ
ま
し
た
。

同
和
問
題
は
、
早
急
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
国
民
的
課
題
で

す
が
、
差
別
問
題
が
あ
と
を
た
た
な
い

の
が
現
状
で
す
。
こ
の
現
状
を
解
消
す

る
た
め
、
市
民
集
会
で
は
、
市
民
一
人

一
人
が
こ
の
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
よ
り
深
め
る
と
と
も
に
、
全
市
民

の
カ
強
い
協
力
と
行
政
組
織
の
総
力
を

あ
げ
て
努
力
し
、
部
落
の
完
全
解
放
を

期
そ
う
と
、
市
民
七
人
の
体
験
発
表
、

記
念
講
演
、
宣
言
決
議
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

体
験
発
表
で
は
、
部
落
解
放
同
盟
上

田
市
書
記
長
の
小
坂
井
武
雄
さ
ん
が
、

結
婚
問
題
で
受
け
た
非
人
間
的
な
差
別

を
自
分
の
誠
意
と
行
動
で
、
相
手
方
に

「
わ
た
し
た
ち
が
悪
る
か
っ
た
」
と
心

か
ら
理
解
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
、

差
別
の
体
験
を
切
々
と
訴
え
ま
し
た
。

t: えつ広報ー(3)

ま
た
、
市
立
第
五
中
学
校
三
年
生
の
細

谷
ひ
ろ
子
さ
ん
が
、
同
和
教
育
の
場
で

受
け
た
、
周
年
生
の
苦
悩
の
発
表
に
、
部

落
問
題
の
身
近
さ
を
強
く
感
じ
た
。
一
言

葉
の
う
え
で
は
部
落
解
放
は
な
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
実
際
に
は
根
強
く

現
存
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
わ
た
し

た
ち
国
民
一
人
一
人
が
責
任
者
で
す
。

「
ね
た
子
を
起
す
な
」
、
そ
ん
な
批
判
を

せ
ず
に
、
根
本
か
ら
問
題
を
み
つ
め
、
考

え
、
わ
た
し
た
ち
が
目
を
き
ま
し
て
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
訴
、
え

ま
し
た
。

そ
し
て
、
上
田
市
同
和
対
策
事
業
推

以
上
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
街

地
や
住
宅
の
密
集
地
で
は
、
樹
木
が
大

き
い
た
め
、
枝
葉
で
日
が
き
え
ぎ
ら
れ

ト
~
nリ
、
損
眠

l
r
z
E
nリ
φ
事
介
'
V
L
mり
4
ム
ム
ロ
+
与
時

企盛大に行われた市民集会

進
委
員
会
職
業
指
導
部
会
長
の
石
井
華

一
郎
さ
ん
が
、
学
校
や
公
民
館
で
も
同

和
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
番
大

切
な
教
育
の
場
は
、
親
か
ら
子
へ
顔
つ

き
、
言
葉
、
口
調
な
ど
で
伝
わ
る
家
庭

で
は
な
い
か
。
こ
の
問
題
も
親
が
正
し

い
認
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
逆
差
別
な
ど
と
良
く
言
わ
れ
る

が
実
際
に
部
落
の
人
達
が
受
け
た
(
受

け
て
い
る
)
実
態
・
境
遇
を
知
ら
な
い

で
法
律
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
施
策
の
良

い
面
ば
か
り
見
て
い
る
人
達
の
せ
ん
望

に
す
ぎ
な
い
と
、
市
民
に
反
省
と
正
し

い
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

七
人
の
体
験
発
表
は
、
参
加
し
た
市

民
を
感
動
き
せ
、
部
落
問
題
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
認
識
を
高
め
る
良
い
教

科
書
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
下
段
の
宣
言
文
を
採
択
し
、

大
阪
市
立
大
学
教
授
山
本
登
さ
ん
の
記

念
講
演
「
国
民
的
課
題
と
し
て
の
同
和

問
題
」
が
あ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
が
制
定
さ
れ
て
七
年
を
経
過
し

同
法
の
施
行
期
限
が
あ
と
三
年
と
な
っ

た
た
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

同
和
問
題
を
根
本
か
ら
考
、
え
て
い
た
だ

き
、
部
落
の
完
全
開
放
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
上
田
市
、
上
田
市
教
育

委
員
会
、
上
田
市
部
落
解
放
審
議
会
、

部
落
解
放
同
盟
上
田
市
協
議
会
、
上
田

市
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会
が
主
催

市
内
多
く
の
団
体
の
協
賛
を
得
て
、
初

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
れ
た
樹
木
、
樹
林
は
保
存
指
定
を

行
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
皆
き
ん
の
周

囲
に
保
存
し
て
お
き
た
い
樹
木
、
樹
林

釘
m柑
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出

旦

吉

田

人
聞
が
自
白
を
求
め
、
自
由
を
守
る
た
め
に
命
を
か
け
て
闘
っ
て
き
た
歴

史
こ
そ
、
洋
の
東
西
の
別
な
く
全
世
界
人
類
の
歴
史
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
の
封
建
政
治
の
中
で
身
分
制
度
を
強
要

き
れ
、
極
端
な
差
別
政
策
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
庶
民
は
、
時
に
は
随
所
で
き

き
や
か
な
抵
抗
を
こ
こ
ろ
み
だ
が
、
遂
に
自
由
も
人
権
も
与
え
ら
れ
ず
に
明

治
維
新
を
迎
、
え
た
の
で
あ
る
。

特
に
砂
川
綴
多
非
人
。
と
い
う
い
ま
わ
し
い
こ
と
ば
を
か
ぶ
き
れ
て
、
ひ
と

か
け
ら
の
自
由
も
人
権
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
人
び
と
の
何
百
年
に
わ
た
る

悲
惨
な
歴
史
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
十
世
紀
に
は
い
り
、
世
界
の
科
学
文
明
が
急
速
に
進
歩
し
た
明
治
年
代

に
お
い
て
も
、
な
お
わ
が
国
に
は
身
分
差
別
と
い
う
不
合
理
な
偏
見
が
依
然

残
さ
れ
て
い
た
。

明
治
維
新
後
五
十
余
年
、
大
正
十
一
年
に
至
っ
て
全
国
水
平
討
が
結
成
さ

れ
、
差
別
撤
廃
・
部
落
完
全
解
放
は
、
自
ら
の
自
覚
と
団
結
に
よ
っ
て
か
ち

と
る
と
い
う
運
動
が
全
国
的
に
展
開
き
れ
た
。
「
富
国
強
兵
」
を
国
是
(
国

の
方
針
)
と
し
た
わ
が
国
内
に
は
、
軍
国
主
義
思
想
が
益
々
旺
盛
と
な
り
、

人
権
尊
重
の
気
運
は
た
か
ま
ら
ず
し
て
昭
和
年
代
と
な
り
、
第
二
次
世
界
大

戦
へ
突
入
し
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
、
不
幸
な
戦
争
が
終
結
す
る
や
、
急
速
に
人
間
尊
重
・
自
由

回
復
の
芦
が
園
内
に
湧
き
起
り
、
部
落
解
放
・
差
別
撤
廃
の
気
運
も
盛
り
あ

が
っ
て
き
た
。

部
落
解
放
同
盟
全
国
組
織
が
強
化
き
れ
、
国
民
運
動
は
年
ご
と
に
た
か
ま

り
、
戦
後
二
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
よ
う
や
く
法
律
制
定
を
見
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
七
月
十
日
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。

明
治
維
新
か
ら
百
余
年
、
水
平
社
結
成
後
五
十
余
年
の
、
暗
い
悲
惨
な
歴

史
に
終
止
符
を
う
と
う
と
す
る
こ
の
法
律
は
、
わ
が
国
の
歴
史
に
と
っ
て
き

わ
め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
国
は
勿
論
、
県
-
市
町
村
挙
げ
て
多
大
の
費
用
と

幾
多
の
方
法
を
講
じ
て
、
法
の
精
神
の
実
現
に
つ
と
め
、
爾
来
七
ヶ
年
の
歳

月
を
費
し
て
今
日
に
到

っ
た
の
で
あ
る
。

わ
が
上
回
市
に
お
い
て
も
歴
代
の
市
長
を
先
頭
に
し
た
行
政
側
、
部
落
解

放
同
盟
上
田
市
協
議
会
を
中
心
と
し
た
市
民
組
織
も
情
熱
を
注
い
で
こ
の
問

題
に
対
処
し
続
け
て
き
た
。
し
か
る
に
、
長
年
に
汚
染
さ
れ
た
偏
見
思
想
は

い
ま
だ
に
根
深
く
残
り
、
年
々
数
多
く
の
差
別
事
件
が
起
き
て
い
る
の
は
誠

に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
静
か
に
過
去
を
回
顧
し
た
と
き
、
同
和
対
策
の
手
段
・
方

法
の
追
求
の
甘
さ
、
同
和
問
題
に
対
処
す
る
情
熱
の
不
足
を
あ
げ
ぎ
る
を
え

な
い
の
で
あ
る
。
人
聞
が
人
聞
を
差
別
す
る
こ
と
の
不
当
き
、
人
聞
が
そ
れ

ぞ
れ
の
自
由
と
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
大
き
を
思
う
時
、
民
主
的
文
化

都
市
を
旗
印
に
し
て
い
る
わ
が
上
田
市
に
と
っ
て
、
部
落
の
完
全
解
放
こ
そ

十
万
市
民
一
人
ひ
と
り
の
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
日
こ
こ
に
「
人
権
を
尊
重
し
、
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会
」
を
開

き
、
参
会
者
一
同
一
致
協
力
、
率
先
し
て
こ
の
運
動
の
拡
大
徹
底
を
は
か
る

と
と
も
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
社
会
教
育
に
お
い
て
、
市
の
行
政
に
お

い
て
、
今
後
三
ヶ
年
を
目
途
に
抜
本
的
な
施
策
の
改
善
を
は
か
り
、
所
期
の

目
的
を
完
遂
す
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
宣
言
す
る
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
七
日
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人
幅
帽
を
尊
重
し
部
落
差
別
を
な
〈
す
市
民
集
会
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お
銅
棚
匂
り
せ

黄
萎
病
の
防
除
は

畦
畔
雑
草
の
焼
却
で

三
月
十
四
日
田
早
朝
に

t: 

昨
年
、
泉
田
地
区
を
中
心
に
、
賞
萎

(
お
お
い
)
病
が
、
か
な
り
の
範
囲
に

発
生
(
約
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
収
獲

が
減
少
し
た
農
家
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
市
は
、
畦
畔
雑
草
の
中
で
越
冬

し
て
い
る
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
(
賞
萎

病
の
伝
染
媒
体
)
の
防
除
を
三
月
十
四

日
間
、
畦
畔
雑
草
の
焼
却
に
よ
っ
て
行

い
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
き
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

畦
畔
の
焼
却
は
、
風
な
ど
に
よ
り
思

わ
ぬ
事
態
が
起
き
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
比
較
的
お
だ
や
か
な
早
朝

に
十
分
注
意
し
て
行
い
、
事
故
な
ど
起

き
ぬ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
防
除
を
行
わ
な
い
と
、
稲
の
生

育
不
良
を
き
た
し
、
収
獲
が
か
な
り
減

少
し
ま
す
。
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
は
、

年
三
回
発
生
す
る
の
で
か
な
り
の
早
き

で
広
ま
り
、
空
中
散
布
に
よ
る
防
除
な

ど
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
し
畦

えつ広報ー第 3種郵便物認可

畔
の
焼
却
よ
り
効
果
が
あ
る
と
は
一
言
、
え

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
三
月
十
四
日
日
に

全
農
家
の
皆
き
ん
が
一
斉
に
実
施
し
責

萎
病
の
全
滅
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

耕
作
し
な
い
畑

山
ぎ
わ
な
ど
重
点
に

野
ね
ず
み
退
治
実
施

春
め
野
ね
ず
み
退
治
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

最
近
は
、
駆
除
の
効
果
が
現
れ
、
被

害
は
山
ぎ
わ
の
耕
地
か
放
置
さ
れ
た
耕

地
の
周
囲
な
ど
に
発
生
す
る
程
度
に
な

り
ま
し
た
が
、
駆
除
を
怠
る
と
す
ぐ
被

害
が
広
ま
り
ま
す
。

市
は
、
年
二
回
(
春
、
秋
)
毒
飼
を

配
布
し
て
計
画
的
に
駆
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
最
近
、
被
害
の
少
な
い
の

に
な
れ
、
駆
除
を
行
わ
な
い
農
家
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
農
家
組
合
長
き

ん
の
指
示
に
従

っ
て
必
ず
実
施
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
花
岡
啓
こ
さ
ん
で
し
た
。

座
談
会
は
、
市
長
、
助
役
を
囲
ん
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財
団
法
人
長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、

県
民
の
皆
き
ん
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金

と
し
、
こ
の
利
子
で
科
学
研
究
費
を
助

成
し
て
い
ま
す
が
、
五
十
一
年
度
も
次

の
と
お
り
研
究
費
の
助
成
申
請
を
受
付

け
ま
す
。

〈
対
象
〉

県
内
で
自
然
科
学
の
調
査
研
究
を
行

っ
て
い
る
個
人
、
ま
た
は
団
体
。

〈
交
付
部
門
〉

第
一
部

第
二
部

第

部

一
般

小
・
中
・
高
等
学
校
の

教
員

専
門
研
究
者
(
大
学
講

師
以
上
、
学
生
を
除
く
)

〈
締
切
り
〉

四
月
二
十
日

ω

〈
受
付
・
お
問
合
せ
〉

商
工
部
商
工
課
商
工
係

(
宮
⑫
四
一

0
0内
線
三

O
三
)

市
県
民
税
の
申
告
は
、
す
み
ま
し
た

か
?
三
月
十
五
日
開
ま
で
に
必
ず
申
告

1

レ
斗手、し
ょ、
っ
。

期
限
近
く
な
り
ま
す
と
、
窓
口
が
大

で
し
た
。

ま
た
、
観
光
課
で
は
、
太
郎
山
頂

昭
和
二
十
四
年
五
月
以
前
に
加
入
さ

れ
た
簡
易
保
険
は
申
し
出
て
い
た
だ

き
、
特
別
一
時
金
を
お
支
払
い
し
、
整

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
取
扱
期

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の

加
入
は
、
本
年
一
月
一
日
か
ら
三
年
間
。

マ
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
後
の
加
入

は
、
本
年
七
月
一
日
か
ら
三
年
問
。

加
入
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
受
持
局

か
ら
説
明
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

マ
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の

加
入
保
険
金
の
お
支
払
い
に
対
し
て
も

現
在
の
剰
余
金
の
ほ
か
、
特
別
剰
余
金

の
増
配
を
行
い
ま
す
。

マ
簡
易
保
険
の
最
高
制
限
額
お
よ
び
特

別
養
老
保
険
と
定
期
保
険
の
限
度
額
が

五
百
万
円
か
ら
八
百
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

学
資
保
険
加
入
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

子
供
き
ん
の
た
め
に
、
今
か
ら
計
画
的

に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は

郵
便
局

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

(宮

⑫
O
O
七
七
)



郵に
便準
局備
へし
おて
問 〈
会 だ
せ き

fご o ~ 

き く t
い わ t
。し言

'"' <匝
舎 は自

悶
叫

E
今
後
4
P

同
カ
ら

マ
テ
こ
ス
教
室
毎
週
土
曜
日
午
後

五
時
三
十
分
か
ら

で
広
ま
り
、
空
中
散
布
に
よ
る
防
除
な

ど
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く

の
皆
き
ん
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
し
陸

可羽目山物便郵種
円

δ第

w

太
郎
山
登
山

一w

最
高
二
百
五
十
二
回

一

日

五

回

目

の

太

郎

山

を

語

る

会

一
N

今
年
で
五
回
目
の
太
郎
山
登
山
者

一
内
に
よ
る
太
郎
山
を
語
る
会
が
二
月
十

一
日
七
日
市
役
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
M

出
席
さ
れ
た
人
は
、
昨
年

一
年
間

一
N

に
二
十
三
回
以
上
、
太
郎
山
に
登
っ

ι
…
た
と
い
う
山
好
き
な
人
達
で
、
最
高

え
一
登
山
者
は
、
一
一
百
五
十
二
回
、
坂
城

つ広報

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
(
一

月
三
十
一
日
現
在
)

佐
久
間
よ
志
の
さ
ん

滝
沢
岩
一
郎
さ
ん

川
合
な
み
さ
ん

石
井
義
市
き
ん

宮
原
か
め
の
さ
ん

倉
島
は
な
さ
ん

小
林
達
也
さ
ん

矢
島
と
み
さ
ん

塩
入
寛
三
郎
き
ん

一(5)

倉

升

築

地

中
之
条

半

過

城

北

金
剛
寺

西
野
竹

久
保
林

上
塩
尻

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
農
家
組
合
長
さ

ん
の
指
示
に
従
っ
て
必
ず
実
施
す
る
よ

、7
わ
ね
隔
制
い

l
レ
宇
ゆ
寸

y
。

町
の
花
岡
啓
二
き
ん
で
し
た
。

座
談
会
は
、
市
長
、
助
役
を
囲
ん

で
行
わ
れ
、
「
三
百
回
を
目
指
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
、
達
成
で

き
ず
残
念
で
し
た
」
「
太
郎
山
は
、

健
康
増
進
に
は
一
番
良
い
山
だ
。
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
山
と
し
て
親
し
ん

で
行
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
が
は
ず

み
な
ご
や
か
な
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

七七 七八六七七八
O五一七七九 00六

宮
沢
清
人
き
ん

中
央
西
一

(
上
紺
屋
町
)

高
木
信
子
さ
ん緑

が
丘
三
(
城
北
)

宮

本

理

助

き

ん

長

島

森

元

秀

さ

ん中
央
五
(
下
房
山
)

滝
沢
定
平
き

ん

下

塩

尻

春

原

春

定

さ

ん

上

塩

尻

船
渡
タ
ケ
さ
ん

中
央
四
(
丸
堀
)

倉

時

一

二

さ

ん

神

科

新

屋

中
村
彦
左
衛
門
き

ん

下

之

条

竹
本
け
さ
を
さ
ん

常
磐
城
六
(
常
磐
町
)

塩

野

入

シ

ズ

ヱ

さ

ん

新

田

若
林
ま
つ
井
き
ん

...登山者の声を
つづった冊子

か
?
三
月
十
五
日
間
ま
で
に
必
ず
申
告

l
v
土
品

1
レ
ト

A?

っ
。

で
し
た
。

ま
た
、
観
光
課
で
は
、
太
郎
山
頂

上
に
備
え
つ
け
て
あ
る
「
太
郎
山
登

山
者
名
簿
」
に
、
氏
名
と
一
緒
に
、

登
頂
し
た
歓
び
ゃ
登
山
途
中
の
情
景

を
短
歌
な
ど
で
書
き
込
ま
れ
た
中
か

ら
、
す
ぐ
れ
た
も
の
や
、
お
も
し
ろ

い
も
の
を
選
び
「
太
郎
山
の
声
」
と

し
て
小
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

の
冊
子
は
、
部
数
が
少
い
た
め
、
掲

載
さ
れ
て
い
る
人
に
だ
け
さ
し
あ
げ

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市

役
所
二
階
の
観
光
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

(
包
⑫
四
一

O
O内
線

三
一

0
・
一
二
一
一
有
線
②

O
七
四
二

七
七

踏
入
二
(
踏
入
)

半
田
き
く
よ
き
ん

中
央
六
(
愛
宕
町
)

重
野
カ
ル
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)

中

島

安

雄

き

ん

秋

和

荒

井

新

太

き

ん

川

辺

町

竹
内
里
見
さ

ん

上

沢

城
岡
と
し
ゐ
き
ん

中
央
一
一
(
材
木
町
)

細
田
て
る
子
き
ん

中
央
西
二
下
紺
屋
町
)

権

回

大

さ

ん中
央
一
(
松
尾
町
)

秋
山
真
治
さ
ん中

央
北
三
(
新
田
)

西
林
四
津

い

き

ん

院

内

七
六

五
六

五八八
O 四五

七七七
八六一

六八
七六

五
十
一
年
度
、
市
へ
物
品
の
納
入
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
早
目
に
「
見
積
参

加
願
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈提
出
期
間
〉

三
月
三
十
一
日
ま
で

〈提
出
先
〉

市
役
所
会
計
課
用
度
係
(
窓
口
八
番
)

〈必
要
書
類
〉

ω見
積
参
加
願

ω営
業
概
要
調
書

ω

事
業
経
歴
書
凶
納
税
証
明
書
(
事
業
税
・

市
町
村
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
・
軽
自
動
車
税
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
税
)

八

紀
男
き
ん常

磐
城
一
(
西
脇
)

池
田
ふ
さ
さ
ん中

央
西
一

(
鎌
原
)

塚

原

貞

治

さ

ん

伊

勢

山

塚

田

市

郎

き

ん

染

屋

宮

島

る

い

さ

ん

秋

和

母
袋
千
興
治
さ
ん

中
央
二
(
北
常
国
)

金

子

英

き

ん

長

島

神
野
巳
之
助
さ
ん中

央
三
(
横
町
)

中
村
い
の
さ
ん中

央
一
(
松
尾
町
)

西
村
四
濃
き
ん大

手
一
(
大
手
町
)

池
田
義

信

さ

ん

下

室

賀

県4

五
六

八九六六
一一五 O

五四
九。八八

八五

マ
料
理
教
室

(
四
月

1
九
月
)

一

月
曜
コ

ー
ス
、
定
員
二

十

名

一

一

火

曜

コ

ー

ス

、

定

員

二

十

名

一

一

水

曜

コ

ー

ス

、

定

員

二

十

名

一

一

受

講

料

、

千

五

百

円

一

一
マ
着
物
着
付
教
室
(
四
月

1
五
月
)

…

一

水

曜

コ

ー

ス

、

定

員

十

二

名

…

一

木

曜

コ

ー

ス

、

定

員

十

二

名

一

…

受

講

料

、

一

一

千

円

…

…
申
込
締
切

l
両
教
室
と
も
三
月
十
五
一

一
日
ま
で
で
す
。

…

…

〔

お

問

合

せ

〕

一

一
上
田
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
宮
⑫
一

一

七

一

一

七

)

一

四

土
屋
め
ぐ
み
さ
ん

松
沢
嘉
一
郎
さ
ん

水
沢
和
人
さ
ん

井
下
和
忠
治
さ
ん

小
山
俊
一
さ
ん

保
屋
野
国
士
口
さ
ん

川
上
き
く
の
さ
ん

保
屋
野
忠
士
口
き
ん

斉
藤
伊
三
郎
き
ん

安
藤
つ
よ
さ
ん

南
波
文
夫
さ
ん

樋
口
こ
よ
め
き
ん

清
水
き
く
よ
さ
ん

西
井
う
た
子
さ
ん

岩
瀬
か
っ
さ
ん

満
木
や
ま
さ
ん

安
田
元
枝
さ
ん

七六五七
七八八二

六八
四 五

八九
五

七
二

七
九

矢 大林山院手下上院保下保仁浦 小下
日之 之小 本古岡室

沢 木郷田内塚郷島内野郷野田野 泉賀

七八八六七八八九七八六八四四九五
一四五一四二一三八四九九六六二1八 O



(6)ー

全事務組合が
黒字決算

檀利益::;9:;年:度三誠実務組合決算Jの:公表:

t: えつ広報

昭
和
四
十
九
年
度
、
上
小
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
、
上
小
衛
生
施
設
組
合

上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

大
星
斎
場
組
合
、
上
田
市
外
八
か
町
村

病
院
組
合
の
各
決
算
が
臨
時
組
合
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
か
わ
内
容

を
公
表
し
ま
す
。
(
⑧
決
算
額
は
千
円

以
下
切
り
捨
て
、
グ
ラ
フ
、
表
は
万
円

以
下
切
り
捨
て

J

上
小
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
は
、

歳
入
総
額
二
億
三
千
八
百
六
十
八
万
二

千
円
、
歳
出
総
額
二
億
二
千
七
百
六
十

八
万
七
千
円
、
差
し
引
き
千
九
十
九
万

五
千
円
の
黒
字
決
算
で
終
了
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
こ
の
組
合
を
組
織
し
て
い

る
上
小
地
域
の
市
町
村
か
ら
の
分
担
金

が
九
四
・
九
%
で
第
一
位
を
占
め
、
つ

い
で
繰
越
金
・
手
数
料
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
消
防
費
が
九

五
・
八
%
を
占
め
、
第
一
位
。
つ
い
で

公
債
費
、
総
務
費
の
順
で
す
。

建

表

(
五
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

二
、
二
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル

財

産

物

地

方

債

現

在

高

(
五
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

剖
|
|
叶
ー
ヰ
ー
ー
司
l
1司
|

一

億

五

O
五
万
円

昭
和
叩
年

3
月

末

日

ま

で

の

償

還

額

二

ニ

四

万

円

昭

和

印

年

3
月

末

現

在

高

一

億

六

三

允

万

円

区

分

金

額

上小地域広域行政事務組合

決算の状況 (単位万円)

歳入総額 歳出総額
21章3，868万円(100%) 2 f章2，768万円(100%)

1000万円500万円

歳入

;ζ二コ
Z憶2，667万円(94.9%)

〈骨担金〉

〈強会費〉

〈勤労者福払
センタ一貫

〈総務費〉

〈公償責〉

〈消防費〉

歳出

13万円 (0.05%)

752万円(3.1%)

195万円(0.8%)

〈繰越金〉

〈使用料〉

〈諸収入〉

〈手数料〉

上
小
衛
生
施
設
組
合

上
小
衛
生
施
設
組
合
は
、
歳
入
総
額

一
億
三
千
三
百
四
十
万
七
千
円
、
歳
出

総
額
一
億
二
千
七
百
五
十
八
万
千
円
、

差
し
引
き
五
百
八
十
二
万
六
千
円
の
黒

字
決
算
で
終
了
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
こ
の
組
合
を

員オ

産

組
織
し
て
い
る
上
小
地
域
の
市
町
村
か

ら
の
分
担
金
が
五
五
・
六
%
を
占
め
第

一
位
、
つ
い
で
下
水
道
維
持
管
理
の
市

支
出
金
二
九
・
二
%
、
業
者
の
投
入
手

数
料
な
ど
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
処
理
場
維
持

な
ど
の
現
業
費
が
八

0
・
九
%
を
占
め

第
一
位
、
つ
い
で
公
債
費
、
総
務
費
の

順
で
す
。

地物

土建

表

(
五
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

1000万円

ーミ竺竺-_._----ゴ口

一
一
、
六
五

0
平
方
メ
ー
ト
ル

六
、
六
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル

地
方
債
現
在
高
(
五
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

差

引

現

在

高

一

億

八

九

七

万

円

昭

和

印

年

3
月

末

償

還

額

七

七

一

万

円

昭

和

印

年

3
月

末

現

在

一

億

一

六

六

八

万

円

区

分

金

額

上小衛生施設組合決算の状況

綾入総額 歳出総額
1113，340万円(100%) 1I意2，758万円(100%)

500万円

議入

{骨担金〉

上
田
市
真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

(市支出金〉

Fーコ
ごて二二二コ

〈現纂費〉

〈その他〉

〈総務費〉

〈公償責〉

歳出

5竺万町f0%)コ
師円(0.2%")CJ 

c::冶主主盗塁~万円(7 . 1 %)(，. H; :; 

L ;;;怒霊霊蕊蓮81，512万円(11.8%>i

rj偉324万円(80.9%)'

ぷ必g

3，897万円(29.2%)

1，489万円("j"l.2rJj
，世用料、
手量料'歳

入
の
主
な
も
の
は
、
上
田
市
、
真

田
町
の
分
担
金
が
八
八
・
六
%
を
占
め

第
一
位
、
つ
い
で
焼
却
手
数
料
、
諸
収



戸
@
決
算
審
は
千
匹

グ
ラ
フ
、
表
は
万
円

第 3種郵便物認可ー

大

星

斎

場

組

必』
ロ

大
星
斎
場
組
合
は
、
歳
入
総
額
千
七

百
十
六
万
三
千
円
、
歳
出
総
額
千
六
百

五
十
六
万
九
千
円
、
差
し
引
き
五
十
九

万
四
千
円
の
黒
字
決
算
で
終
了
し
ま
し

た
。歳

入
の
主
な
も
の
は
、
こ
の
組
合
を

組
織
し
て
い
る
、
上
田
市
、
東
部
町
、

真
田
町
、
青
木
村
か
ら
の
分
担
金
が
六

三
・
八
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い
で
使

用
料
、
繰
越
金
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
斎
場
費
が
五

八
・
三
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い
で
公

債
費
、
総
務
費
の
順
で
す
。

t: え

財
産
表

50 
年

七 1月
I 31 

七01日
七四 l現
九二 l在
町1πl'・.......-

つ広 報

上
田
市
外
八
か
町
村

病
院
組
合

上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
は
、

歳
入
総
額
千
四
百
九
十
万
二
千
円
、
歳

出
総
額
千
三
百
七
十
九
万
五
千
円
、
差

し
引
き
百
十
万
七
千
円
の
黒
字
決
算
で

終
了
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
こ
の
組
合
を

組
織
し
て
い
る
市
町
村
か
ら
の
分
担
金

が
八
九
・
六
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い

で
県
支
出
金
、
繰
越
金
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
衛
生
費
が
九

一(7)

〈骨担

〈繰越

地
方
債
現
在
高
(
五
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

差

引

現

在

高

昭
和
印
年

3
月
末
日
ま
で
の
償
還
額

昭

和

印

年

3
月

末

現

在

高

区

分

八
八

O
万
円

一
二
九
万
円

一
O
九
九
万
円

宵
只

ha旬

上
田
市
真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
上
田
市
、
真

田
町
の
分
担
金
が
八
八
・
六
%
を
占
め

第
一
位
、
つ
い
で
焼
却
手
数
料
、
諸
収

入
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
焼
却
処
理
な

ど
の
現
業
費
が
五
四
・
六
%
を
占
め
第

一
位
、
つ
い
で
公
債
費
、
総
務
費
の
順

で
す
。

大星斎場組合決算の状況
(単位万円)

1000万円

川00万円

金

上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組

合
は
、
歳
入
総
額
六
千
三
百
九
十
二
万

九
千
円
、
歳
出
総
額
六
千
十
七
万
円
、

差
し
引
き
三
百
七
十
五
万
九
千
円
の
黒

字
決
算
で
終
了
し
ま
し
た
。

・+
n
d

ロ
回
ハ

産

表
(
五
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

1，095万円(63.8%)

建土

物地

四
、
五
二
三
平
方
メ
ー
ト
ル

一
、
四
二
ニ
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

500万円

地
方
債
現
在
高
(
五
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

和
印
年

3
月
白
日
現
在
高

和

印

年

度

償

還

額

和

印

年

3
月

末

現

在

区

分

八
七
四
九
万
円

一
三
四
四
万
円

一
億
九
三
万
円

額

金

くその 他〉

〈斎場資〉

〈公債費〉

くその他〉

〈分担金〉

〈総務費、
その他'

〈公償責〉

〈現集貨〉

歳出

上田市真田町じんカ、い
焼却場組合決算の状況 (単位万問)

歳入総額 歳出総額
6，392万円(100%) 6，017万円(1∞%)

500万円

〈介担貴〉

〈繰越金〉

〈使用料〉
その他

一
・
八
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い
で
公

債
費
、
総
務
費
の
順
で
す
。

上田市外八カ、町村病院組合
決算の状況

5，665万円(88.6%)

555万円(8.7%)

171万円(2.7%)

歳入



(8) 

住民基本台帳の登録人口
( 106，462人)

と

国勢調査の人口
( 105，147人)のちカまいは

t~. えつ

質
問
H
H
二
月
十
六
日
発
行
の
広
報
う
え

だ
、
国
保
だ
よ
り
の
「
国
保
の
加
入

状
況
」
中
の
市
の
人
口
十
万
六
千
四

百
六
十
二
人
、
世
帯
数
三
万
六
百
二

十
七
世
帯
(
十
二
月

一
日
現
在
)
と

同
広
報
六
ペ
ー
ジ
の
国
勢
調
査
概
数

の
人
口
十
万
五
千
百
四
十
七
人
、
世

帯
数
二
万
九
千
六
百
四
十
五
世
帯

(
十
月
一

日
現
在
)
と
で
は
、
人
口
で

千
三
百
十
五
人
、
世
帯
数
で
九
百
八

十
二
世
帯
国
勢
調
査
概
数
の
方
が
少

な
い
。
国
勢
調
査
か
ら
わ
ず
か
二
か

月
で
、
千
三
百
人
、
九
百
八
十
世
帯

も
の
自
然
増
が
あ
る
と
は
思
、
え
ま
せ

ん。

間
違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答

1
た
し
か
に
自
然
増
と
し
て
は
多
す

仲
広
口
氏

広報

み
ん
な
の
ベ
!
"シ

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
数
字
で
、

こ
れ
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
と
言
、っ

法
律
に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
広
報
う
え
だ
に
も
毎
月
一

日
発
行
の
表
紙
右
下
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
別
に
間
違
っ
た
数
字
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

質
問
ー
で
は
ど
う
し
て
大
き
な
差
が
あ

る
の
で
す
か
。
調
査
方
法
な
ど
が
違

う
の
で
し
ょ
、
っ
か
。

答
u
H
そ
う
で
す
。
国
勢
調
査
の
方
法
と

松
本

へ
行
き
三
か
月
以
上
た
つ
が
、

土
帰
月
来
の
人
は
、
松
本
で
調
査
さ

れ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
住
民
基
本
台
帳
法
で
は

転
出
・
入
の
届
出
(
住
民
登
録
)
が

き
れ
な
け
れ
ば
、
台
帳
の
加
除
整
理

が
で
き
ず
、
記
載
き
れ
た
ま
ま
で
す
。

で
す
か
ら
、
前
例
の
東
部
町
へ
入
院

し
て
い
る
人
も
、
松
本
へ
異
動
し
た

人
も
、
住
民
基
本
台
帳
法
で
は
上
田

市
の
人
口
に
、
ま
た
、
東
京

へ
半
年

は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
国
勢
調
査
の
方
法
で
す
が
、

現
住
地
調
査
と
言
っ
て
、
十
月
一
目

前
後
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
所
が

対
象
と
な
り
、
住
民
基
本
台
帳
へ
の

登
録
の
有
無
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
上
田
市
の
住
民
基
本

台
帳
へ
登
録
し
て
あ
る
が
病
気
治
療

の
た
め
東
部
町
の
病
院
に
三
か
月
以

上
入
院
し
て
い
た
人
は
、
東
部
町
で

調
査
さ
れ
、
ま

の
異
動
でt_~さ

保存指定樹NO.8 (幹周2.51)
諏訪部丸山瑛ーさん所有のクヌギ

前
に
転
出
し
た
が
転
出
届
を
出
し
て

い
な
い
人
な
ど
も
届
出
が
済
む
ま
で

市
の
人
口
に
含
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
住
民
基
本
台

帳
の
登
録
人
口
が
国
勢
調
査
の
数
字

よ
り
多
い
の
は
、
届
出
が
正
確
に
行

わ
れ
ず
、
実
在
し
な
い
人
の
数
も
か

な
り
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
世
帯
数
の
違
い
で
す
が
、

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
説
明
の
ほ
か
、

-
W
町
中
旧
ふ
白
か
a
'
H
C

は
一
棟
で
一
世
帯
と
し
ま
す
が
、
住

民
基
本
台
帳
法
で
は
、
届
出
さ
れ
た

一
人
一
人
を
一
世
帯
(
同
一
世
帯
主

の
届
出
は
一
世
帯
)
と
し
て
数
、
え
る

の
で
違
い
が
で
ま
す
。

質
問

l
数
字
の
違
い
は
わ
か
り
ま
し
た

が
、
住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、
届
出

を
待
つ
受
身
の
方
法
だ
け
で
す
か
。

積
極
的
に
調
査
し
て
、
よ
り
正
確
な

人
口
、
世
帯
数
を
は
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答

l
住
民
基
本
台
帳
法

第
二
十
二
条
で

は
転
入
し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
、
同

法
第
二
十
四
条
で
は
転
出
す
る
時
は

あ
ら
か
じ
め
市
長
に
届
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

罰
則
は
過
料
程
度
(
上
田
市
は
適
用

せ
ず
)
で
厳
し
い
追
求
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
同
法
第
三
十
四
条
第
二

項
で
、
必
要
に
応
じ
て
住
民
調
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

て
い
ま

す
が
、
実
際
に
調
査
す
る
と
な
る
と

国
勢
調
査
以
上
の
人
員
(
延
約
千
人
)

が
必
要
と
な
り
、
費
用
、
人
員
の
面

か
ら
む
り
な
状
態
の
た
め
、
実
施
す

る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
届
出
を
し
て
お
か
な
い

と
、
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
ま
せ

ん
し
、
児
童
手
当
や
乳
幼
児
の
検
診
、

予
防
接
種
、
小
学
校
入
学
通
知
や
印

鑑
登
録

・
同
証
明
な
ど
、
市
民
と
し

て
の
権
利
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
て
必
す
期
限
内
に
届
出
て
く

、」開く

国勢調査
1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

主主里予L黒

地方集計

左
図
は
、
昨
年
十
月
一
日
現
在
で
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
長
野
県
地
方
集

計
の
上
田
市
男
女
年
齢
別
構
成
グ
ラ
フ

で
す
。

O
歳

1
四
歳
ま
で
は
男
が
多
く

却
歳
を
過
ぎ
る
と
女
が
多
く
な
っ
て
げ

ま
す
。
(
こ
の
グ
ラ
フ
の
数
字
は
、
総
理

府
統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
確
定
数
と

は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

寸
1

1
」

ー

8冊。人

上田市男女年齢別構成グラフ

10門l目玉11.(， 

(女)

(比哉54，447

凶00人

-
人

一

且

一
山m

a《
今

J

-
噌
訓

9

8

7

6

5

e

、一
'
'

一草

山

人

以

一

-
ど

入

国一
捌

-4
一…

剛

(男)
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